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〈要 約 〉

国語科 において は心豊 か に表現 し理解す るために、 言語能力 を高 あてい くこととと もに

児童 の思 いや願 いを大切 に し、 自ら学習 しよ うとす る意欲 を高 め、児童が主体的 に取 り組

めるよ うな学習 を創造 してい くことが求め られてい る。

本研究 では、言葉 を大切 に して進んで伝え合 う力 を培 うために、相手や 目的を意識 し、

基礎 。基本 を大切 に した話 し合 う学習を通 して、互 いの思 いや考え を共感す ると共 に、 自

分 の考え を深 め、学ん だ ことを他 の学 習や生活 に生か そ うとす る児童の育成 を 目指 した も

ので ある。
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1全 体研究主題及び基本的な考え方

全体研究主題 言 葉を大切 に し、進んで伝え合 う子 を育てる指導 の工 夫

話 す こと ・聞 くことの学習活動を通 して一

1研 究主題設 定の理 由

ゆ とりの中で 自 ら学 び、 自 ら考 え る教育力 や豊か な人間性 な どの 「生 きる力」 の育成 を基

本 と し、新 しい学 習指導要領 に基 づいた教育が行われ ようと してい る。本年度 は、現行 の学

習指導要領 とと もに、来年度 より移行期 間 となる新学習指導要 領の趣 旨 も踏 まえて、研 究 を

深めて い くこと とした。

さて、今 日、知識偏重 の学力観、 い じめや不登校 の問題、学校外での社会体験 の不足な ど、

豊か な人間性 を はぐくむべ き時期 の教育 に様 々な課題 が生 じて いる。 また、21世 紀 に向 けて

我 が国 の社会 は国際化 ・情報化 ・科学技術 の発展 ・高齢化 ・少子化等 の様 々な面で大 きな変

化 を迎 えてい る。 こう した時代 にあ って、 これか らの子 どもたち に必要 とな る もの は、 「自

分 で課題 を見 っ け、 自 ら学 び主体 的に判断 し、 よ りよ く問題 を解決す る資質 や能力 であ り、

また 自 らを律 しっつ、他人 と共 に協調 し、人 を思 いや る心 や感動 す る心 な ど、豊 かな人 間性

であ る」 といえ よ う。 それで は、豊 かな人 間性 をは ぐくむために、 国語科 として は、 この よ

うな 「生 きる力」 を身 につ けるための学 習を どのよ うに進めればよいのだろ うか。

今回改訂 され た学習指導要領で は、新 た に 「伝 え合 う力を高め る」 ことを 目標 に位置付 け

て いる。 これ は、豊 かな相互理解 を目指す社会 の要請 に応え、一 人一 人の思 いや考えを言 葉

で伝 え合 うことの重要性 を改 めて示 した といえ るだろ う。1学 期 に実施 した子 どもたちの意

識調査 をみる と、話 す相手 の人数が増え るにっれて 「抵抗感が増 して話 す のが嫌 い。」 と答

える児童 が多 くな るとい う結果 が得 られた。 また、「話 し方がわか らない」「相手が最後 まで

聞 いて くれない」 「か らかわれ る」等 の理 由か ら、言葉で伝え合 う活動 にっ いて苦手 意識 を

もってい る児童 が多 く見 られた。

そ こで国語科 と して は、今 まで以上 に意識 して、言葉 を通 して豊 かな感性 や言語感覚 を磨

き、主体 的な話 し手 や聞 き手 を育 てていか な くて はな らない と考 えている。 また、言葉 で伝

え合 うことを通 して、 自分 と違 う他者 の存在 を認 め合い、互 いに尊重 し合 う態度 を身 につけ、

豊 かな人 間関係 を作 り上 げてい けるよ うな言葉 の使 い手を育 て ることも目指 してい きたい。

この ような流 れ を受 けて、 今年 度の研究 では、「話 す こと ・聞 くこと」 の活動 を通 して、

子 どもた ちに、生 きる力へっなが る実践 的な国語 の力 を育てて いきた いと考え、本研究主 題

を設定 した。

2研 究主題 に対す る基本的 な考 え方

私 たちは、「言 葉 を大切 に し、進んで伝 え合 う望 ま しい児童の姿」 を次の よ うにと らえた。

○言葉 に親 しみ、適切 に表現す る子

○ 自分 の思 いや考 えを進 んで伝 え合 う子

○ 互 いの よさに気付 き、考 えを深 める子
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このよ うな児童像 を 目指 すために、次の ような2っ の基本的な考え方 に立 ち、学習指 導 の

改善 を図 ることに した。

(1)「 言葉 を大切 にす る」 ことにっ いて以下 のよ うに とらえた。

○友達 とかかわ り合 う中で、新 しい言葉 に触 れ、言葉 に親 しむ。

○相手 や 目的を意識 し、伝 えたい内容 にふ さわ しい言葉を選ぶ。

○言葉 に ごあ られた思 いや意図 を考え る。

○互 いのや りと りか ら表出 された言葉 に関心 を もち、 自分の表現 に生 かす。

このよ うな言葉 に向 きあ った学習活動 を重 ねてい くことで、 より適切 な言語表現 がで き

るようにな り、活発な言語 活動 が展開 されてい くことを目指 して いる。

② 「進 ん で 伝 え 合 う」 こ とにつ いて

「進 ん で 伝 え 合 う児 童 の 姿」 に っ い て は、 各分 科 会 で以 下 の よ うに と らえ た。

[低 「楽 しく伝え合 う」 ・中 「醐 に伝え合 う」 ・高 「効果的・・伝え合 うコ

「伝え合 う」 にっいて は、次のよ うにと らえた。

○ 「話 した い」 「聞 きたい」 という意欲を大切 にす る。

○相手 や 目的を意識 し、 自分 の言葉で思 いや考え を伝 えようとす る。

○話 し手 ・聞 き手 の双方が言葉 のや りと りを工夫 す る。

○相手 の思 いや考 え に関心 を もって聞 き、意 図を理解す る。

○相手 の立場 に立 ち共感す る。

○言葉 や様子か ら相手 の気持 ちを分か ろ うとする。

○互 いの考えを比較 し、見方 や考え方を広げ、深 める。

この ような伝え合 う活動 を通 して、互 いの見方 や考 えを比較 しなが ら自分 の考 えを深 め

ることがで きる。 また、友達 と分か り合えた とい う実感 は、次の学習への意欲 を引き出 し、

「友達か ら新 しい考 えを得 た」「自分の考えを理解 して くれた」「考 え が深 ま った」 な ど互

いに尊重 し合 う態度 を養 うもの と考 える。

II研 究の概要

1研 究の内容 と方法

(1)研 究の内容

研究主 題 にせ まるため に、次 のよ うな視点 にそ って研究を進 あた。

① 児童 が、 自分 自身 の興味や関心 を生か してめあてを もち、相手意識 ・目的意識を もっ

て話 す こと ・聞 くことの学習 に取 り組む ことがで きるよ うに単元構成 を工夫す る。

② 児童 が言葉 を適切 に選 んで話 し、共感的に聞 き合 い、互 いの よさを認 め合 うことが で

きるような伝え合 う学 習活動 を工夫す る。

③ 児童 が学 習の 目的に向けて力 を発揮 し、成果 を とらえ ることによって満足感 を味わ う

ことがで きるように、支援及 び指導 と評価を工夫す る。
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② 研究の方法

ヨ
全体研究主 題

○言 葉 を大切 に し、

進んで伝え合 う子を育てる指導の工夫

一 話す こと ・聞 くことの

学習活動 を通 して一

目指 す児 童 像

○言 葉 に親 しみ適切 に表現す る子

○ 自分 の思 いや考 えを

進んで伝 え合 う子

○互 いの よさに気付 き、

考えを深 める子

研 究 仮 説

○相手 や 目的 を意識 し、話 し合 う活動

を通 して、互 いの思 いや考えを共感

で きる学 習活動 を意図的 に設定 す る

と、 進んで伝え合 う子が育 っ。

研究主題 に迫 る手 だ て

①単元構成 の工夫

・楽 しく取 り組 め る学 習材 の開発

・意欲 的に取 り組 め る学習材 の開発

。学 習意 欲が持続 で きる単元構 成 や

活動計画

② 伝 え合 う活動 の工夫

・人 とかかわ り合 う場 の設定

・話 し合 いの基礎 ・基本 を培 う工夫

(モ デル ビデオの活用 など)

・学習形態 の工夫

・対話 を基盤 とした学習形態の工夫

・個 に応 じた支援

・ワー クシー ト

・話 し手、聞 き手 の活動の手だ て と

なるメモの活用

③指 導 ・評価 の工夫

・自己評価

・相互評価

・評 価 カー ド

○友達 とかかわ り合 いなが ら、

言葉 に親 しみを もち、

楽 しく伝 え合 う学習活動 の工夫

○相手 を意識 しなが ら、

話 した り聞 いた りす る子

○ 自分 の思 いや考 えが伝わ るよ うに話 す子

○話す ことや聞 くことによ ろこびの もて る子

○ 友 達 や 身 近 な人 とか か わ り合 う場 を 多 く設

定 し、 一 人 一 人 が 「話 して よか っ た」 「聞

いて よか った」 と思 え る学 習活 動 を 工 夫 す

れ ば 、言 葉 に親 しみ を も って、 伝 え 合 う楽

しさを 味 わ え る子 が育 つ。

〈言 葉 に親 しみ を もっ〉

・自分 の思 いや考 え に合 う言 葉 を さが して

話 す。

・言葉 か ら相 手 の思 い や考 え を分 か ろ う と

す る。

・友達 とか か わ り合 う こ とで、 い ろ い ろ な

言 葉 を知 り、 使 お うとす る。

〈楽 し く伝 え合 う〉

・自分 の 思 いや 考 え を 相 手 に分 か る よ う に

話 す 。

・相 手 の 話 の内 容 や 話 し方 に興 味 を も って

聞 く。

・相 手 の 話 の内 容 を受 け、 話 題 にそ っ て 話

し合 う。

「ま た話 して み た い」rま た 聞 い て み た

い」 と い う意 欲 を もっ 。
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中 学 年 分 科 会 高 学 年 分 科 会

○ 言葉 を生か して ○言葉 の働 きに着 目し、

互 いの思 いや考 えを適切 に伝 え合 う 互 いの思 いや意図 を効果的 に伝 え合 う

学習活動の工夫 学習活動の工夫

○ 言葉 に立 ち止 ま り、深 く考 える子 ○言葉 の働 きに着 目し、適切 な言葉 で話 す子

○ 自分 の思 いや考 えを相手 や目的に応 じて適 ○ 自分 の思 いや意図 を

切 に伝 え合 う子 自信 を もって伝 え合 う子

○ 相手の言葉 を受 けて、友達 や自分 のよ さに ○互 い考 えのよ さや違 いを認 め合 い、

気づ き考え を広 げ る子 ものの見方 や考 え方 を広 げ深 め る子

○ 相手や 目的 に応 じ、話 の中心 を意識 して受 ○ 目的や場 に応 じて話 した り聞 いた りす る力

けて返す学習活動 を くり返 し取 り入れ れば を身 に っ け、 「ど う して も話 し合 い た い 」

互 いの思 いや考 えを理解 し合 い、言葉 を生 とい う気持 ちを引 き出す よ うな学習活動 を

か して適切 に伝 え合 う子 が育つ。 工夫 すれば、互 いの思 いや意図 を効果 的 に

伝 え合 う子 が育 つ 。

〈言葉を生かす〉 〈言葉 の働 きに着 目す る〉

・話 の 内 容 にふ さ わ しい言 葉 を見 つ け、 選 ・相 手 や 目的 に応 じて、 思 いや 意 図 に ふ さ

ぶ 。 わ しい言葉 を選んで話す。

・学んだ言葉を話 し合 いや考 えに生かす。 ・場面 や状況、語気、語調等 を考 えて言 葉

・言 葉 の もっ 意 味 を多 方 面 か ら考 え る。 に込 め られ た思 いや意図 を受 け止 める。

・新 た に 出会 った言 葉 に興 味 を もち、 自分

の表 現 に生 か そ うとす る。

・言 葉 は情 報 を伝 え る だ けで な く、 人 間 の

感情 と大 きくかか わ って人間関係 を結 ぶ

働 きを も って い る こ とに気 付 く。

〈適切 に伝え合 う〉 〈効果的 に伝え合 う〉

・自分 の 一 番 伝 え た い こ とを筋 道 を立 て て ・意 図が伝 わるよ う組立 を工夫 して話 す。

話 す 。 ・話 す相手 や目的、場 にふ さわ しい言 葉遣

・場 に応 じた言 葉 で話 す 。 い で話 す。

・話 の 中 心 に気 をっ け て聞 く。 ・相 手 の思 い や考 え に関 心 を も って 聞 き、

・相手の立場や気持 ちを考 えなが ら聞 く。 意図 を理解す る。

・互 いの考え の相違点 や共通点 を考え なが ・互 いの考 えを比較 し、見方 や考 えを広 げ

ら話 し合 う。 深 め る。

・互 い の考 え を認 め合 い、 自分 の意 見 や 感 ・互 いの考 えを尊重 し、新 たな見方 や考 え

想 を もつ 。 方 に気 付 く。
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2研 究の構想

新 しい学力観

新 しい評価観

東京都教育委員会の教育 目標 社会的要請

保護者の願 い

国語科 の

ね らい

(研 究主題)

言葉 を大切 に し、進 んで伝 え合 う子 を育て る指導の工夫
一 話す こと ・聞 くことの学 習活動 を通 して

児童 の実 態

教 師の願 い

目 指 す 児 童 像

○言葉 に親 しみ、適切 に表現 す る子

○ 自分の思 いや考えを進 んで伝 え合 う子

○互 いのよさに気付 き、考 えを深 める子

研 究 仮 説

相手 や 目的を意識 し、話 し合 う活動 を通 して、互 いの思 いや考 えを

共感 で きる学 習活動 を意 図的に設定す ると、進んで伝え合 う子が育つ。

単元構成の工夫

研 究 の 内 容

伝え合 う活動の工夫 指導 と評価の工夫

低学年 分科 会

研 究 テーマ

中学年分 科会

研究 テーマ

高学年分 科 会

研究 テーマ

3伝 え合 う力 につ いて

「伝え合 う力Jと は、人間 と人間の関係の中で、互 いの立場や考えを尊重 しなが ら、

言語 を通 して適切 に表現 した り、正確 に理解 した りする力で ある。

(新学 習指導要領解説 国語編 よ り)

この よ う な定 義 を受 け て、 本 研 究 は、 「話 す こと ・聞 くこ と」 の 音 声 言 語 に よ る表 現 活 動

を通 して 、 伝 え合 う力 を 育 て る こ と に主 題 を お い て進 め る こと に した。

伝 え 合 う と は、 同 じ目的 を もっ た者 同士 が、 互 い の考 え を知 りた い、 自分 の考 え を確 か あ

た い、 広 げ た い、 深 め た い と い う思 い を も って、 話 した り聞 い た り話 し合 っ た りす る行 為 で

あ る と考 え る。 相 手 を 意 識 し、尊 重 す る姿 勢 が根 底 に あ る こ とが 不 可 欠 で あ り、 話 す こ とや

聞 く こ と ・話 し合 うこ と の音 声表 現 に か か わ る技 能 と と もに、 この よ うな 互 い の関 係 も育 て

て い く こ とが必 要 で あ る。

ま た、 音声 言 語 は、 相 手 に応 じて 瞬 時 に対 応 す る必 要 が あ る こ とや 、記 録 と して 残 す こ と

が 難 しい側 面 を もって い る こ と等 の 特 徴 が あ る。 互 い に理 解 し通 じ合 うた め に、 一 層 、 相 手

や場 面 ・状 況 を意 識 す る こ とが重 要 にな る。 話 し手 は、 適 切 に 自分 の 考 え を 表 現 す る た め に

言 葉 を選 び、 聞 き手 にわ か りや す い よ うに話 す速 さ や音 量 に も気 を配 る。 聞 き手 は、 話 し手

が発 した言 葉 か ら事 実 や 意 見 を正 確 に理解 し、 思 い や願 い を受 け止 め る。 こ の時 に は、 言 葉

に よ る伝 え 合 い を 補 うた め に、 表情 や 態 度、 資 料 等 も有 効 に働 く ことが で き る。

聞 く こ と ・話 す こ との 学 習 を通 して 、 これ らの こ とに児 童 が 気 付 き、 相 手 意 識 や 目的 意 識

を も って互 い を尊 重 した 「伝 え合 う力」 が育 っ こ とを 目指 した い。
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4伝 え合 うカ を育 てるために

【話 す こと】

低 学 年 中 学 年 高 学 年

○相手を意識する ○相手や目的を意識する ○目的や意図を意識する
・相手に応 じて挨拶の言葉を使い ・自分 の言 い た い こ とを は っ き り ・場の様子や時間を考えて、適切
分 け る。 させ て話 す 。 な内容を選んで話す。

・相 手 を見 なが ら、 ゆ っ く り最 後 ・大 事 な と こ ろを ゆ っ く り話 した ・資 料 を 提 示 した り
、 例 え を 用 い

まで 話 す 。 り、 繰 り返 して話 した りす る。 た り して話 す。
・発 音 に注 意 して

、 は っ き り と話 ・相手の話を受けて話す。 ・丁 寧 な 言葉
、 敬語 、 抑揚 、 易 し

す 。 ・い くっ の ま と ま りで話 す か を考 い言葉での言い換えなどを工夫
・主述のはっきりした話 し方をす え て 、事 柄 ご とに分 け て話 す 。 し、場にふさわしい言葉遣いで

る。 ・場に応 じた適切な言葉遣い、 話 す。
・絵 や 物 を 使 った り、 動 作 をっ け 音 量 、速 さで話 す。 ・声 の大 き さ、 強 弱 、抑揚 、速 さ、

た り しな が ら話 す 。 繰 り返 しなどを工夫 して話す。
。興 味 の あ る こ とや 知 りた い こ と

に つ い て 質 問 す る。

。尋 ね られ た こ とに 答 え る
。

・聞 き逃 した こと を 尋 ね る
。

○順序を考える ○筋道を立てて話す ○考えや思いを的確に話す
・順序を表す言葉を使 う。 ・自分 の一 番 伝 え た い こ とを考 え ・話 の 組 み 立 て を 工 夫 す る

。

(は じあ に、 っ ぎ に、 な ど) る 。 ・事実、意見、感想を意識 して話
・自分 の 体 験 した こ と につ い て

、 ・構 成 、 順 序 、 区切 りを考 えて 話 す 。

順序 に気をっけて話す。 す 。 ・自分の考えの根拠 となる事柄を
・どん な 話 か を

、 は じあ に言 って ・理由や根拠を付け加えなが ら話
明 らか に して話 す。

か ら話 す。 す 。 ・結論や山場の位置づけを考えて
。「いっ だ れ と な に を した か」 「ど ・筋道に合った接続詞を選んで話

話 す。
の よ うに した」 「ど う思 った か」 す。(だ か ら、 そ こで、 な ど) ・要旨を意識 し、事柄を観点ごと
に気 をつ け て話 す。

一
・言 い た い ことを メ モ して か ら話 に整理 して話す。

・簡 単 な メ モ を使 って話 す
。 す 。 ・必要な事柄を正確に伝えるため

に メ モを 活 用 して 話 す 。

【聞 くこと】

低 学 年 中 学 年 高 学 年

○相手を意識する ○相手や目的を意識する ○相手の意図をつかむ
・相手を見ながら話を最後まで聞 ・相手の考えを自分の考えと照 ら ・は っ き り した 目 的意 識 を も って

く 。 し合 わ せ て聞 く。 聞 く。
・反 応 しな が ら聞 く

。(う な ず き ・分 か らな い と こ ろを 聞 き返 す
。 ・相手の気持ちや立場を考えなが

など) 声が聞き取れないとき ら聞 く。
・相 手 に親 しみ を も って 聞 く

。 話の内容が分からないときな ・聞いた内容の中か ら、話の方向
・聞 い た こ とを 動 作 に表 す

。 ど を見 い だ しな が ら聞 く。

○大事なことを落とさないように聞 ○中心点を考えて聞く ○話の内容を正確に聞 く
く ・順 序 ・要点 ・中心 を考 え なが ら ・聞 く観 点 を は っ き りさせ る

。
・復 唱 で き るよ う に聞 く

。 聞 く。 どんな組み立てを しているか
・話 の 荒 筋 を っ か む

。 ・要 点 や 中心 点 を メ モす る。 話 し手の考えや意図は何か
・どんな題が付くか考えなが ら聞 ・文 末 表現 、 文 の ま と ま り、 工 夫 話 し手の伝えたいことは何か

く 。 している言葉遣いに気をつけて 自分の考えとの相違点など
・簡 単 な メ モ を と りな が ら聞 く

。 聞 く。 ・事実 と感想、意見の関係を考え
・主 語 ・述 語 をっ かみ なが ら聞 く

。 な が ら聞 く。
・順序を表す言葉や文末表現に気 ・細 か い こ とに も注 意 して聞 く

。
を っ け なが ら聞 く。 原因と結果 との結び付 き

指示語、接続語など
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【話 し合 うこ と】

低 学 年 中 学 年 高 学 年

○受けて返す ○受けて返す ○受けて返す
・あ いつ ち を入 れ て、 話 した り聞 ・相手の話を聞いて分か らないと ・相手の意図を確かめるために尋

い た りす る。 こ ろ、 疑 問 に思 った と こ ろを尋 ね返 す。

・相手に聞こえる声の大 きさで話 ね る 。 ・相手の意図を理解 し、感想や意

す 。 ・自分 の 意 見 と比 べ て 、 違 う点 を 見などを付け加える。

確 か め る。

○相手を受け入れる ○相手を受け入れる ○相手を受け入れる
・相手の顔を見ながら話 し合 う。 ・相手の反応を見なが ら話す。 ・多 くの人から意見が出るよう配

・相手が話 しやすいような態度で ・多 くの 人 か ら意 見 が 出 る よ うに
慮 しな が ら話 し合 う。

聞 く。 気 を っ け る。
・お互 い の よ さ を認 め な が ら話 し

・一 人 で 話 さ な い よ うに気 をっ け ・相手の立場に共感する。 合 う。

る 。 ・一人一人の見方や考え方の違い

を認めながら話 し合 う。

○楽 しく話 し合う ○進んで話 し合う ○計画的に話 し合 う
・代 わ る代 わ る聞 い た り話 した り ・自由に言える雰囲気を作る。 ・見 通 しを も って話 し合 う。

す る 。 ・自分 の 考 え を ま とめ て か ら、 自 視点や論点の明確化
・話 題 に沿 って話 し合 う。 分の言葉で話す。 内 容 の広 さ ・深 さ

・尋 ね られ た こ とに答 え る。 ・話 題 に沿 った 話 し合 い を す る。 。話 が そ れ な い よ うに話 し合 う。

・よ く聞 い て質 問 す る。 ・立 場 を明 らか に して 話 す。 ・時 間 を考 え な が ら、 話 を ま とめ

・自分の経験 した事をもとに話 し ・相手の意見を補い合いながら話 る。

合 う。 す 。

W

・役割を分担 して話す。

1 W

相 手 の よ い と ころ に気 付 く。 友達 や自分のよいところに気付 話 し合ったことをもとに 自分の

く 。 考えを整理 し見っめなおす。

お互 い の よ い と ころ に 気 付 く。

【言語活動例】
1

低 学 年 中 学 年 高 学 年

ス ピ ー チ(自 分 の 体 験 し た こ と) ス ピ ー チ(身 近 な 話 題 で) ス ピ ー チ(資 料 を 使 っ て)

リ レ ー ス ピ ー チ 本 の 紹 介 ク イ ズ、 な ぞ な ぞ 音 読 。朗 読

言 葉 遊 び 劇 化 ・ペ ー プ サ ー ト ・紙 芝 居 イ ン タ ビ ュ ー

あいさっ と返事 道案内 語 り

電話、糸電話 電話 演説

伝 言 ゲ ー ム 説明 研究発 表会 ・報告 会

鉛筆対談 報告会 ビ デ オ レ タ ー

絵 か き ゲ ー ム 、 し り と り ゲ ー ム 小 さな先生 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

す き な もの な あ に ゲ ー ム (得意 なものを教 え合 う) 討論会

わ た し は 誰 で し ょ う ゲ ー ム 五 っ の と び ら ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

ご っ こ 遊 び (5つ の ヒ ン トで 答 え を あて る) デ ィ ベ ー ト

作 り方 を教え よ う テ レビ番組作 り
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m各 分科会の実践

【低学年分科会1研 究主題 友達 とかかわ り合 いなが ら、

言葉 に親 しみを もち、楽 しく伝 え合 う学習活動 の工夫

圏
(1)単 元 名 と もだ ち 大 は っけ ん

う ち の ひ と に と もだ ち の こと を し らせ よ う

② 研 究主 題 と単元 と のか か わ り

1年 生 は、 まだ 、 よ く遊 ぶ友 達 、 よ く話 す 友 達 が 限 られ て しま う傾 向 が あ る。 そ こで、

本 単 元 で は、 席替 え したば か りの新 しい班 の 友 達 と互 い の こ とを知 り合 うた め に、 好 き な

もの を教 え 合 い、 家 族 の人 に紹 介 す るよ うに した。 この 時、 一 方 的 に話 す ので は な く、 ペ

ア で相 手 の好 きな もの を 当 て る とい う クイ ズ形 式 にす る こ とで、 質 問 と応 答 のや りと り を

自然 に行 え る よ う に した。 そ して、 この よ うな活動 が 「話 す こ と ・聞 く こ と」 の 基 本 的 な

力 を伸 ば し、 互 い の 思 いを楽 しく伝 え合 うこ と につ な が る と考 え た。 ま た、 単 に友 達 を 知

る活 動 に と ど ま らず 、 新 しい友 達 の こ とを家 の 人 に紹 介 しよ う とい う目標 も もた せ る こ と

で、 家族 の人 と も伝 え 合 う活 動 が で きる と考 え た。

(3)学 習指 導 計 画 の概 要(全5時 間 本 時4/5)

時 主 な 学 習 活 動

◇言葉 一 伝え合い

教師の○指導 ●支援 ◎評 価

1

1す きな もの カ ー ドをつ くろ う1 ◎知 りたい項 目を

考 えたか。◇ 友 達 の こ とを詳 し く知 るた あ に、 知

り た い項 目を 話 し合 う。

・項 目 ご と に、 自分 のす きな もの カ ー

ドを 作 る。

● 相 手 が も らって うれ し

い よ うな 内 容 に す る よ

う助 言 す る。

2

す きな もの な あ に ゲ ー ム の さ くせ ん を た て よ う ◎ 尋 ね方 ・答 え 方

を っ か む こ と が

で きた か。

◇T.Tと 担 任 との ゲ ー ムの 演 示 を 見 る。

◇ 上 手 な尋 ね 方 ・答 え方 につ いて知 る。

◇ 項 目に合 う質 問 を考 え る。

○ 具 体 例 か ら、上 手 な尋

ね方 ・答 え 方 を っ か あ

るよ うにす る。

QU

●

4

1す きな もの な あ に ゲ ー ムを しよ う1 ◎ 話 を最 後 ま で 聞

い て い た か。

◎ 考 え な が ら尋 ね

た り は っ き り話

した り した か。

◎ 楽 しくゲ ー ム に

参 加 した か。

◇ 上 手 な尋 ね 方 ・答 え方 を 思 い出 す。

◇ ペ アにな って、 す きな もの なあにゲー

○ 相 手 の話 す こ とを、 最

後 まで 聞 いて か ら話 す

よ うに させ る。

● 言 葉 を交 わ し合 い、 仲

良 くゲ ー ムを す る ペ ァ

を認 め、 励 ます。

ム を す る 。

5

いえ の ひ と に はな す れ ん し ゅ うを しよ う ◎紹介す る意 欲 が

もてたか。・家の入 に、班 の友達を紹 介す る練習 ○ 友 達 の こ とが、 わ か り

やす く伝 わ る よ う な話

し方 を工 夫 させ る。

を す る。
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(4)本 時 の学 習(4/5)

① 目 標

・互 い に尋 ね た り答 え た り しな が ら、 楽 し くゲ ー ムを す る。

・は っ き り と した 声 で話 した り、 相 手 の話 を最 後 まで しっか り聞 い た りす る。

② 展 開

前 時 まで の 既 習 学 習
・上 手 な話 し方 ・聞 き方 を考 え 、 とな りの子 とす きな もの な あ にゲ ー ムを して い る。

主 な 学 習 活 動

◇言葉 一 伝え合い

教師の ○指導 ●支援 ◎評 価

1本 時の学習を知 る。

2◇ 上手 な尋ね方、答 え方

を思 い出す。

3◇ 班 の中で2人 ずつ に分

o●'

h'

◎ 尋 ね方 、 答 えh

の ポ イ ン トが 分

か っ たか 。

◎ 相手 に聞 こ え る

声 で話 した か。

◎ 項 目や質 間 に 合

わせ て尋 ね た り、

答 えた り したか。

◎ 話 を最 後 ま で 聞

いて いた か 。

1すきな ものなあにゲームを しよ う ②1

・ ●o
,rρ,

n

○ 第2時 で考 え た こ とを押 さ え る。

しっもんする人 こたえる人

ていねじなzと ば で
L

癖 奄一
し華

き

り
と

ゆ 9

ま
ヲ
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● 前 時 の 上手 な や り と りを紹 介 す る。

○ 相 手 の話 を最 後 まで聞 いて か ら、 話 す

よ うに させ る。

● うま く質 問 で きな い子 は、 ヒ ン トカ ー

ドを見 て もよ い こ とにす る。

●1回 目の ゲ ー ム で上 手 に進 めて い た ペ

ア を紹 介 した り、 困 った こ とが な か っ

たか 聞 いた り して2回 目 に生 か せ る よ

うにす る。

○ 評 価 項 目に○ を っ け なが ら、 本 時 の 尋

ね 方 、 答 え方 に っ いて、振 り返 らせ る。

か れ 、 ゲ ー ム を す る 。
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繋一)

友 達 か ら も らっ た す き

な もの カ ー ドを 見 な が

り、 本 時 を振 り返 る。

次 時 以 降 の 学 習 内 容
・班 の友 達 の こ とを家 の人 に うま く紹 介 で き る よ うに、 とな りの子 と練 習 す る。
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團
(D単 元 名 楽 し く絵 か きゲ ー ム を しよ う

教 材 名 じ ゅん じ ょを考 え な が ら聞 こ う 「絵 か きゲ ー ム」

② 研 究 主 題 と単 元 との か か わ り

幼 児 期 よ り 「絵 か き歌 」 に親 しん で きた児 童 に と って 、 自分 た ちで 問題 を作 って 出 し合

う こ とは、 楽 し く、 意 欲 的 に取 り組 め る活動 で あ る と考 え る。 また、 出 題者 は相 手 に 正 し

く伝 え るた め に適 切 な言 葉 を選 び、 絵 にか き表 す側 は相 手 の意 図 を正 し く聞 き取 らな け れ

ば な らな い こ とか ら、 「話 す こと ・聞 くこ と」 の基 本 を身 にっ け る こ とが で き る と考 え た 。

本 単 元 で は、 個 人 で 作 った 問題 を4人 の グ ル ー プで 出 し合 った後 、 そ の グ ル ー プ を2っ

に分 け、2人 組 で 相 談 しな が ら絵 か きゲ ー ム大 会 に出題 す る問題 を作 った。 そ して、 も う

一 っ の2人 組 と問 題 を 出 し合 って 、確 か め や意 見 交 換 が で き るよ うに した。 ま た、 ゲ ー ム

大 会 は、 学 級 を2つ に分 けて行 った。 この よ うに、 学 習形 態 に変 化 をっ け る ことに よ って、

児 童 は多 くの友 達 とか か わ りを もち、 楽 しく伝 え合 うこ とが で き る と考 え た。

(3)学 習 指 導 計 画 の概 要(全5時 間 本 時4/5)

時 主 な 学 習 活 動

◇言葉 伝え合い

教師の ○指導 ●支援 ◎評 価

1

絵 か きゲ ー ム を しよ う ◎ 内容 を正 し く聞

き取 り、 楽 し く

ゲ ー ム を して い

た か。

・教 師 が 出題 した絵 か きゲ ー ムをす る。

◇絵 か き ゲ ー ム をす る ため の約 束 ご と

を 決 あ る。

●約 束 ごとを もとに、 しっ

か り と説 明 を 聞 く よ う

声 をか け る。

2

絵 か きゲームの問題 を作 ろう1 ◎順序 を表 す言 葉

に気 をっけな が

ら問題 を作 って

いたか。

◇友達 に出題す る問題 を考え る。

・出題練習 をす る。

○順序 を表す言葉 に気 を

っ けなが ら、 問題 を作

らせ る。

3

1グ ル ー プで絵 か きゲ ー ム を しよ う[

◎II頂序 に気 を つ け

て 出 題 したか 。

◇ グル ー プ で絵 か きゲ ー ム を し、 感 想 ● キ ャ ッチ ボ ール カ ー ド

を用 意 してお く。を 出 し合 う。

4

1友達 と絵 か きゲームの問題を作 ろ う1

◎2人 組で相談 し

なが ら作 って い

たか。

◇2人 組 で相 談 して 問題 を考 え る。

・グ ルー プで 出題 練 習 を す る。

● グル ー プで意 見 交 換 が

で き る よ うに、 時 間 と

場 を設 定 す る。

5

絵 か きゲ ーム大 会を しよ う1

◎ 問題 を正 し く聞

き取 り、 絵 で か

き表 していたか。

◇学 級 を2つ に分 け、 絵 か きゲ ー ム大 ● 楽 し くゲ ーム が で き る

よ う、 場 を工 夫 す る。

(広 い 教 室 や 隣 の 教 室

を使 用 す る等)

● よ い と ころを認 め 合 え

るよ うにす る。

会 を す る。

・それ ぞ れ の グ ル ー プで 感 想 を 出 し合

う 。
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14)本 時 の学 習(4/5)

① 目 標

・友達 と相談 しな が ら、 楽 し く問題 作 りに取 り組 もう とす る。

・順序 を表 す言 葉 を使 って、 相 手 に分 か りやす い問題 を作 る。

② 展 開

前時 まで の既習学習

・第2時 に作 った問題 を グループで出 し合い、絵 か きゲームを して いる。

主 な 学 習 活 動 教師の ○指導 ●支援 ◎評

◇言 葉 伝え合 い

本時 の学習 のああ てを

っか む。

2◇2入 組 で相談 して問題

を作 る。

●本時 の学習のああてを確認す る。

○ 分 か りや す い表 現 の た め に、 次 の点 を

押 さ え る。

・順 序 を表 す 言 葉

・ゲ ー ム の約 束 ご と(形 、大 きさ、向 き、

場所 の言 い方)

何
が
で
き
ま
し
た
か

か
い
た
も
の
を
見
せ

キ
ギ

フ

)、
紙

固

絵

か
き
グ

綱 晶』 凸
出題 す るた め の練 習 を ○ 相 手 に伝 わ る よ う に話 す た め の留 意 点

を確 認 す る。

。速 さ、 間 の と り方 、 役割 分 担

4人 グル ープ(2対2)● 楽 し くゲ ー ムが で き る よ うに表 現 の 仕

方 を工 夫 して い る組 を認 め、 励 ます 。

5◇ 問題 を完成 させ、読 み

方 を練 習 しなが ら、 次

時 への意欲を もっ。

次時以 降の学習内容

・絵 か きゲ ーム大会をす る。

◎学習のめあ て を

っかんでいたか。

◎順序を表す言葉

(ま ず、 つ ぎ に、

それ か ら、 さ い

ごに)を 使 い、

分 か りや す い 問

題 を作 ろ う と し

て い たか 。

◎協力 して問 題 を

作 っていたか。

◎友達 の表現 に感

想 が もてたか。

◎分 か りやす い表

現 で問題 が完 成

したか。
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(5>授 業実践の成果 と課題

團
1囮 ■ 〇一"闇'一'一'一'繭'■ 胴 一 、
コ コ

11年 「と もだ ち 大 は っけん 」1
ゆ の
㌔ 幽_願_■_.一 一 ●幽置 ■_冒_._■_■'

ノー 一 願国'一'一'一 一 圃一'一 四 一 開脚8、

12年 「楽 しく絵か きゲームをしよう」i
t._._._。_._.■ 嗣_._._._.ノ

○ 児 童 に と って 「ク ラス の友 達 の こ とを

も っ と知 ろ う」 とい う必 要 感 や 興 味 ・

関心 の あ る話 題 だ った。

○ クイ ズ形 式 で どの児 童 も楽 し く取 り組

め る学 習材 だ った。

○ 「紹 介 本 に ま とめ、家族 に紹 介 しよ う」

とい う見通 しを も って取 り組 めた 。

○ 「話 す こ と ・聞 く こと」 の 基 礎 ・基 本

を学 習 す るの に適 した単 元 だ っ た。

○ ゲ ー ム的要 素 を取 り入 れ る こ と に よ っ

て、 児 童 の興 味 ・関 心 を喚 起 す る こ と

が で きた。

○ 「絵 か きゲ ー ム大 会 を しよ う」 と い う

め あ て を もち、 活動 意欲 が持 続 で きた。

02人 組 の対 話 を 中心 と した ゲ ー ム に し

た こ とに よ り、 尋 ね る側 ・答 え る側 両伝

方 の役 割 を 自然 に行 う こ とが で き た。
え

aO相 手 と向 き合 い、 話 す こ と ・聞 く こ と

っ の学 習 に楽 しく、 か つ集 中 して 取 り組

活 む こ とが で きた。

動 ○ 教 師 に よ る演 示 や質 問 に困 っ た時 の ヒ

の ン トカー ドが有 効 だ った。

工 ○ 友 達 か ら も ら
ったす き な もの カー ドを

夫 貼
って ま とあ た紹 介 本 は、 活動 後 の 満

足 感 に っ な が った。

○ 友 達 とかか わ り合 う場 を 多 く設 定 した

こ とに よ り、 い ろ い ろな友 達 と話 す 機

会 が増 え た。

○ 活 動 内容 に よ って 、 グ ル ー プの 構 成 人

数 や学 習 形 態 に変 化 を もた せ たの で、

話 す こ と ・聞 くこ との活動 が い ろ い ろ

な形 で で きた。

○ 話 す こ と ・聞 くこ との 基礎 ・基 本 を お

さえ られ る ワ ー ク シ ー トを 用意 した こ

とに よ り、 どの 児 童 も容 易 に 、 楽 しみ

な が ら学 習 を進 め る こ とが で きた。

指

導

○ 自己評 価 は簡 単 な形 式 で は あ っ たが 、

一 人 一 人 に話 す こ と ・聞 くこ との 意 識

づ けを す る こ とに っ な が り、 ゲ ー ム の

回数 を 重 ね る ご とに、 話 し方 ・聞 き方

を 自分 な りに考 え な が ら活 動 して い る

様 子 が 見 られ た。

○ 授 業 を 振 り返 る場 面 で、 「話 す ・聞 く」

に戻 って話 し合 え た こ とが よか っ た。

○ キ ャ ッチ ボ ー ル カ ー ドを活 用 した こ と

に よ り、 互 い に評 価 し合 うと と もに、

友 達 とか か わ り合 い なが ら学 習 す る こ

との 楽 しさ を味 わ う こ とが で き た。

○ 問 題 を グル ー プ 内 で 出 し合 い、 か い た

絵 を 見 せ合 う こ とに よ り、 説 明 が 分 か

りや す か ったか 、 不 十 分 な と こ ろ は ど

こか な どが具 体 的 に分 か った。

課 題

◎必然性が あ り、児童の発達段 階や興 味 ・関心 に合 った学 習材の開発や単元構成 の工夫。

◎児童の言語活動 をさ らに活性化 させ るよ うなか かわ り合 う場の設定や学習形態 の工夫。

◎個 に応 じた支援や助言、適切 な評 価方法 とそれ を生かす工夫。
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中学年分科会 研究主題 言葉 を生 か して互 いの思 いや考 えを

適切 に伝 え合 う学習活動 の工夫

圏
(1?単 元 名 「教 え て会 」 を しよ う

(2)研 究 主 題 と単元 との か か わ り

目的 意 識 を も って一 人 一 人 が意 欲 的 に取 り組 め る よ う、 で き るよ うに な りた い と考 え て

い る こ とにつ い て 「教 え て会 」 で コッや 練 習 方 法 な どを聞 こ う とい う設 定 を考 え た。 学 習

材 と して は、 「教 え て 会」 の 模 範 的 な言 語 活 動 を取 り入 れ た モ デ ル ビデ オ を 作 成 し活 用 し

た。 話 す こ と ・聞 く こ とへ の意 識 を高 め、 基 本 的指 導 事 項 の徹 底 を図 る た めで あ る。

聞 き手 の知 りた い とい う願 い に応 じ話 し手 は説 明 の準 備 を す る等 、 相 手 意 識 を も って 学

習 に取 り組 ませ る よ う心 が け た。 ま た、 聞 き手 が話 し手 か ら直接 説 明 を受 け た上 で、 更 に

詳 し く知 りた い こ と につ い て質 問 をす る ことで 、 よ り深 い伝 え合 い がで きる もの と考 え た。

(3)単 元 に お け る主 な学 習活 動(全6時 間 本 時4/6)

・第1次(3時 間)02学 期 にで きる よ うに な りた い こ とを決 め、 教 え て会 の準 備 を し

よ う

・第2次(2時 間)○ 教 え て会 を しよ う ～ 話 し上手 ・聞 き上 手 に な ろ う～

・第3次(1時 間)○ チ ャ レ ン ジ報 告 会 を しよ う

～ チ ャ レ ン ジ した こ とや 話 し方 ・聞 き方 に っ い て振 り返 ろ う～

☆ 第1・2次 で 使 用 した モ デ ル ビデ オ につ いて ☆

・所 要 時 間 約1分30秒

・二 人 に よ る対 話 形 式

・設 定

A:二 重跳 び が で き る。

二 重 跳 び の コツ を

Bさ ん に教 え る。

B:二 重 跳 び が で きな い。

で き るよ うに な り た い

の で 、縄 跳 び が得 意 な

Aさ んか ら教 わ りた い。

モデルビデオ

幡

げるわね、

言し方 ・聞き方一一一一
繊 て 会 を し よ う

A=B君 が知りたがっていた 「踵 跳びめやり方1に ついて教えてあ

B:よ ろしくお願いします。ぼく、本当に二重跳びができないんだ、

A:だ いじょうぶよ。きっとできるようになるわ。
二重跳びの達人になるためには、3っ のポイントがあります』
まず、できるだけ高く跳びます。
次に、手首を速 く回します』
最後に、すぐにできなくても、あきらめないで練習を続けます』
何か聞きたいことはありませんカ㌔

B:手 首を速く同すって言ってたけど、どうやって回すの?

A:う うんと、こうやって ・・跳んでみる概(実 際に跳んでみせる)
腰のところで細かく回すのよ。

B:へ え、腰のところで回ナのか。

A:う ん、

B:い っもは、もっと高いところで回していたなあ。

むずかしいなあ。

A=ξ霧1
、毯 乞禦 麟 雅 たけど 繰り返し磁 でい

B:そ うOさ っき言 ってた"あ きらめないで"っ ていう気持ちが大

事なんだね,

じゃあ頑張 ってみ るよ。どうもありがとう。

A=ど ういたしま して、頑張 ってね,

B=はLb

(相手の話を受け入れている。)
(話の中O韓3っ である。)

σ頃序を表す言葉を使って、区切って
話している。)
(強く言っている。)
(相手の話を聞き出そうとしている。)

(聞き返し、たずねている。)

〈身振り、手振りを入れている。)

(あいつちをうっている。)

(自分の経験を振り返って話 している。)

(相手の気持ちを考え、励ましている。〉

麟 らを押さえ確かめている。)

(お礼を言っている。)
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(4)本 時 の指 導(4/6)

① 目 標 ・話 の 中心 を意 識 した話 し方 ・聞 き方 を理 解 す る。

・話 の 中心 が伝 わ るよ うに話 した り聞 い た りす る。

② 展 開

前 時 まで の既 習 学 習
・教 え て会 の モ デ ル ビデ オ を参 考 に、 自分 が説 明 す る こ とにつ いて考 え、 練 習 す る。

主 な 学 習 活 動

◇言葉 伝え合い

1本 時 の学 習 の め あ て を っ か む。

教師の ○指導 ●支援

教 え て 会 を しよ う

～ 話 し上手 ・聞 き上 手 にな ろ う～

2◇ 教 えて会の モデル ビデオを見 なが

ら、 話 し上 手 ・聞 き上 手 に な る た

め の ポ イ ン トを探 す。

3見 っ け た ポイ ン トを発 表 し合 う。

○ 話 の中 心 を 伝 え 合 うに は、

話 し方 ・聞 き方 に ポ イ ン ト

が あ る こと に気 付 か せ る。

● ビデ オ を再 生 した り、 短 冊

を使 用 した り して 確 認 しや

す くす る。

○ 話 し上 手 と聞 き上 手 に分 け

て 、 ポ イ ン トを ま と め る。

◎評 価

◎学習のめあ てを

確認す るこ とが

で きたか。

◎ 話 し上 手 ・聞 き

上 手 の ポ イ ン ト

が 分 か った か。

☆ 話 し上 手 の ポ イ ン ト☆

・話 の 中心 を3っ く らい に ま とめ る。

・順 序 を 表 す言 葉 を 使 う。

・短 く区 切 って話 す 。

*大 事 な言 葉 は語 気 を 強 め て言 う。

・身振 り ・手 振 りを 入 れ る。

・相手 の 気 持 ち を考 え る。

(励 ま しの言 葉 を入 れ るな ど)

☆ 聞 き上 手 の ポ イ ン ト☆

・相 手 の話 を受 け る。

・相 手 の話 を 引 き出 そ う とす る。

*わ か らな い こ と は聞 き返 し尋 ね る。

・自分 の経 験 と照 ら し合 わ せ る。

*大 切 な こと を お さえ、 確 か め る。

・お礼 な ど挨 拶 の言 葉 を 言 う。

[*は 、 重 点 と した い ポ イ ン ト]

4会 にお け る 自分 の め あ て を決 め、

カ ー ドに書 く。

5◇ 教 え て 会 を す る。

6今 日の学 習 を振 り返 り、 カー ドに

自己評 価 を書 く。

● カー ドは1枚 にす る。1

{垂二裟 萎'獅 聯 二●自己評価}

●本時の教 えて会 の話 し上手

や聞 き上手 を具体的に示す。

◎ ポ イ ン トを意 識

しなが ら話 した

り聞 い た り した

か 。

次 時以 降 の学 習 内 容

・チ ャ レ ンジ報 告 会 を し、 教 え て 会 の後 に チ ャ レ ンジ した こ とや 、話 した り聞 い た りす る

こ と につ いて の 自分 の 変 容 を報 告 し合 う。
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圏
(1)単 元 名 東 京 都 調 査 報 告 会 を す るた め の準 備 を しよ う。

(2)研 究 主 題 と単 元 とのか か わ り

言 葉 を用 いて 正 し く思 いを 伝 え 合 うた あ に は、 話 の 要点 を ま とめ た り、 筋 道 を立 て て 分

か りや す く話 した りす る こ とが 大切 で あ る。 しか し児 童 の実 態 を 見 て み る と、 十 分 に 身 に

付 いて い る と は言 え な い。 そ こで イ ン タ ビ ュー を学 習 の 中 に取 り入 れ、 話 を正 確 に聞 き取

る たあ に メモ を 活 用 し、 話 の要 点 を分 か りやす く相 手 に伝 え る学 習 単 元 を考 え た。

イ ンタ ビュー を す る こ とで、 話 し手 、 聞 き手 の立 場 を 同時 に体 験 す る こ とが で きる。 意

図 が は っ き り した質 問 を し、 メモ を取 りなが ら聞 くこ とで 、 互 い の思 いや 考 え を伝 え 合 う

学 習 が で き る と考 え、 本 単 元 を設 定 した。

(3>学 習指導計画 の概要(全4時 間 本時4/4)

主 な 学 習 活 動 教師の ○指導 ●支援 ◎評 価
◇言葉 一 伝え合い

第 1イ ンタ ビュ ーの計 画 を立 ●質問事項の取捨選択や質問の ◎ イ ンタ ビュ ー の 質

一 て る 。 順序 などを考 えればよい こと 問事 項 を決 め る こ

次 ・実 際 に 聞 くこ とは何 か を を話 す。 とが で き たか 。

0
決 あ る。

第 1◇ 想 定 練 習 を行 い、 メ モ の ○ イ ンタ ビュー を す る と き に は ◎ 聞 きたい ことをはっ

二 取 り方 や イ ン タ ビ3一 の 相手 に聞 きた い ことを は っ き き り伝 え る イ ン タ

次 仕方 を練習す る。 り伝 え る こ とを押 さえ る。 ビ ュー の練 習 が で

O き た か 。

1グ ル ー プ ごと に各 地 域 の ○ イ ン タ ビュ ー の仕方 の確 認 。 ◎ イ ン タ ビ ュー の 仕

先 生 に イ ンタ ビー す る。 ・聞 きた い こ と を は っ き り と相
方や メモの取 り方第

三 手 に伝 え る こ と。 の学習 を押 さえ て

次 2イ ンタ ビュ ーを 振 り返 り ・メ モ は中心 点 を押 さえ て 簡 潔 話 した り聞 い た り

0 成 果 につ い て ま とめ る。 に 書 く こ と 。 し た か 。

本
● イ ン タ ビ ュ ー の 内 容 、 様 子 、

時
メ モ の取 り方 の よか った と こ

ろ を振 り返 る よ う助 言 す る。
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(4)本 時 の 学 習(4/4)

① 目 標

・話 し手 が 話 しやす い よ うに、 質 問 の順 序 や 内容 を考 え て イ ンタ ビュ ー をす る。

・大 切 な こと を、 簡 潔 に メ モ に書 き留 め な が ら話 を聞 く。

② 展 開

前 時 まで の既 習学 習

・メ モ や イ ンタ ビュ ーの仕 方 を練 習 す る。

主 な 学 習 活 動

◇言葉 伝え合 い

1本 時 の学 習 の め あて をっか む。

教師の ○指導 ●支援

○ 前 時 の学 習 の想 定練 習 を想 起 さ

せ、 イ ン タ ビュ ーや メモ を取 る

と きに大 切 な ことを 確 か め る。

イ ンタ ビュ ーを しよ う ～ 聞 くと きの め あ て を決 めて 尋 ね よ う～

2◇ イ ン タ ビュ ー の 内容 や め あ て

につ いて 確 か め る。

○ イ ン タ ビュー の め あて を 確 認 す

る。

〈 イ ン タ ビュ ーの 仕 方 〉

・礼 儀 正 しい態 度

・聞 き た い こ とを は っ き り伝 え る こと

・相 手 の話 を正 確 に聞 き取 る こ と

・話 の 大 切 な こ と(中 心 点)を メ モ に とる こ と

3イ ン タ ビ ュ ー を す る 。

め あ て に気 を っ け なが ら、 聞

き た い こと を尋 ね る。

4イ ン タ ビュ ー の様 子 につ い て

グル ー プで 振 り返 る。

5◇ イ ン タ ビュ ー の成 果 につ い て

ま とめ る。

●一 番 聞 きた い こ とや質 問 の 構 成

にっ い て確 か め る よ う話 す。

● グ ルー プ ご とに イ ン タ ビュ ー の

様 子 の よか った点 の話 し合 い を

す る よ う話 す。

● イ ンタ ビュー や メ モ の取 り方 が

上 手 だ った グル ー プ を紹 介 し、

学 習 の 成 果 を確 か め る。

◎評 価

◎ 学 習 の め あ て を

もっ こ とが で き

たか 。

◎ イ ン タ ビ ュ ー の

仕 方 や メ モ の 取

り方 の学 習 を 押

さえ、 話 し た り

聞 い た りす る こ

とが で きた か。

◎ 自分 た ち の 活 動

の様 子 を振 り返

り、 感 想 を も っ

た り成 果 を 確 か

め た りす る こ と

が で きた か。

次時以降 の学習 内容

・東京都調査報告 会の準備 をす る。(社 会科 の学習)
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(5)授 業 実践 の成果 と課題

國
・一'-6■o■`■'■ 幽一'■'■ 聰、

し生 轡蕊釜 配 、-1

1'一'■'■'一'一'一'■'■'一'騨 圃隔 口、 ココ

14年 「東京都調査報告会 の準備 を しよ う」1● ■
㌔■璽_._._._._._.国 一 。_8_._曜_.ノ

単

元

構

成

の

工

夫

○ で きる よ うに な りた い と考 え て い る

こ と につ い て、 児 童 の聞 きた い こ と

を話 題 に した。

○ あ の 子 の よ うに な りた い と思 って い

る友達 に話 を 聞 き、 「ぼ く もや って

み よ う」 と思 う児 童 が 多 か った こ と

か ら、 児 童 の意 欲 をか き立 て る単 元

構 成 だ った 。

○ 話 題 や 必 然 性 を 考慮 して、 社 会科 と の 関

連 を 図 った単 元 構 成 を考 え、 児 童 の 「聞

きた い ・話 した い」 とい う意 欲 を 喚 起 す

る こ とが で きた。

○ イ ンタ ビュー ・メモ の仕 方 の想 定 練 習 を

取 り入 れ、 実 際 の調 査 活 動 に生 か す と い

う単 元 構 成 に よ り、 活 動 の 目的 が 明 らか

にな り、 意 欲 も高 ま った。

○ 「教 え て 会 」 の前 に モ デ ル ビデ オ を

見 せ た こ と に よ って 、 児 童 は伝 え 合

う イ メー ジが っ か め た。 ま た、 話 す

こ と ・聞 くこ と につ いて の 指導 事 項

を ビデ オ か ら適 切 に学 習 で きた。

○ 話 す ・聞 く活 動 を小 グル ー プで 行 っ

た の で、 分 か らな い こ とを気 軽 に 聞

き返 し尋 ね る こ とが で きた。

○ 説 明 メ モ は書 く欄 を小 さ く した の で

話 の 中心 を押 さえ た メモ にな った。

○他校 の先生 方 に実 際 に会 って イ ンタ ビュー

を す る とい う活 動 を中 心 に した ので 、 児

童 は相 手 意 識 や 目的 意 識 を は っ き り と も

っ こ とが で きた。

○ イ ン タ ビュ ー の仕 方 を 学 習 す る の に、 モ

デ ル ビデ オ は効 果 的 だ っ た。

○ イ ン タ ビュ ーを す る と きの メ モ は、 話 の

中心 を押 さ えて 聞 き取 る こ とや 話 を 再 構

成 す る の に役立 った。

指
導

・
評
価

の
工
夫

○学 習の中で よい話 し方 ・聞 き方 の例

を児童の活動 の中か ら紹介 する こ と

によって、児童 はモデル ビデオを通

して学 んだ指導事項 を実践 に結 びっ

けることがで きた。

○ グ ル ー プ内 で互 いの イ ン タ ビュ ーの 様 子

につ いて 振 り返 った り、 聞 いた こ と に っ

いて 情 報 交 換 した りす る中 で、 自分 の 話

し方 ・聞 き方 が適 切 で あ った か ど う か が

具 体 的 に分 か った。

團
◎ 「聞 きた い こ とが分 か らな いJ「 話 した い こ とが な い」 とい った 課 題 意 識 を も て な い

児 童 へ の、 一 人 一 入 に 応 じた支 援 の工 夫 。

◎ 児 童 の声 を録 音 して 聞 き直 す な ど視 聴 覚 機 器 の一 層 の活 用 。
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i高 学年分科会i研 究主題 言葉の働 きに着 目 し、互 いの思 いや意 図を

効果的 に伝 え合 う学習活動 の工夫

圏
(li単 元 名 伝 えよ う 私 たちの学 校を

(2)研 究主題 と単元 とのかかわ り

互 いの思 いや意図 を効果的 に伝 え合 うためには、相手意識や 目的意識 を はっき りさせ、

児童の 「ど うして も話 し合 いたい」 とい う意欲 が持続す る学習活動が必要 で ある。 その た

め 自分の学校 を他校 の児童 に様 々な方法で紹介 し、交流 し合 う 「伝え よ う 私 たちの学 校

を」 とい う単元 を設定 した。

本単元で は、 自分 の学校 の ことを伝 えたいとい う気持 ち、他校か らも学校紹介 の作 品が

届 くとい う期待感 が、児童 の表現意欲を高めてい った。

また、知 らない相手 に学校 を紹介す るためには、 自分 だ った ら何 を知 りたいか、何 を知

らせ たいか、 どのよ うな方法で伝 えるかを具体 的にするための児童同士の十分 な話 し合 い

が必要で ある。 しか し、児童 の実態調査か ら 「どのよ うに話 した らよいかわか らな い」 と

い う技能面 の不安 を挙 げる児童が多か った。 そのため、話 し合 い活動 のモデル となる ビデ

オを作 り、「話す こと ・聞 くこと」 の基礎 的 ・基本的 な力を培 う工夫 を した。

(3)学 習指導計画 の概要(全7時 間 本 時2/7)

主 な 学 習 活 動 教師の ○指導 ●支援 ◎評 価

◇言葉 一 伝え合い

◇ 他校 の友達 に、○○小の どん ○ 話 し合 い の モ デ ル とな ◎ 話 す こ と ・聞 くこ と の

な こ とを 紹 介 した いか につ い る ビデ オ を見 なが ら、 観点 を意識 しなが ら、

第
て話 し合 う。 よ い話 し方 ・聞 き方 に 話 し合 い を した か。

一

次
◇ 話 し方 ・聞 き方 にっ いて 話 し 気 付 くよ うにす る。

0 合 う 。 ● モ デ ル とな る ビデ オ を

◇ グループ ごとに編集会議 を も 話 し合 いに生かす よ う

つ ◎ 助 言 す る。『

◇前時 まで話 し合 ったことを も ○ 目的や場 に合 った話 し ◎ 相手 や 目的、場 に応 じ

第
とに取材 し、学校紹介 の作 品 方 が で き るよ うにす る。 た的確な話 し方 を した

作 りに取 り組 む。 (取 材 、 イ ン タ ビ ュ ー 、 か。(丁 寧 な言 葉 遣 い
二

ス ピー チ な ど) や敬語 な ど)
次

● 自分 の学校 の様子 を効 ◎効果的 に伝え るための
0

果的に伝 えるたあの工 工夫を して作品づ くり

夫 を促 す 。 を した か 。

第 ◇他校か らの学校紹介 の作 品を ● 内容 面 だ け で な く、 表 ◎話 し合 いを通 し、 内容「

三
次

見 て 、 話 し合 う。 現面 の工夫 にっ いて も や表現の よさに気付 い

0 着 目 させ る。 た か 。
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(4)本 時 の学 習(2/7)

① 目 標 ・ど の よ うな話 し方 や 聞 き方 が よい の か考 え、 話 し合 い に生 か そ う とす る。

・友 達 の考 え と 自分 の 考 え を比 べ な が ら聞 き、 進 ん で 話 し合 お うとす る。

・自分 の考 え が 聞 き手 に効 果 的 に伝 わ る よ うに話 す 。

② 展 開

前時 までの学習活動

・どん な内 容 で 、 ○ ○ 小 を紹 介 して い くか 話 し合 う。

主 な 学 習 活 動 教師の ○指導 ●支援 ◎評 価

◇言葉 伝え合い

1め あて、学習 の流 れを理

解 す る。

どんな話 し方 や聞 き方が よいかを考 え、編集会議 を

し て い こ う 。

2◇ 話 し合 いの ビデ オを見 て、 ● 話 し合 いの ビデ オ を 用意 す る。 ◎ よ い話 し方 ・聞 き方

どん な話 し方が よか った ○ よい話 し合いの観点 を押 さえる。 に気 付 く こ とが で き

か、 どんな聞 き方が よか っ た か 。

たか話 し合 う。 〈話 す こ との観 点 〉

理 由付 け、 付 け加 え 、 関 連 さ

せ て、 例 示 、 提 示 、 速 さ、 言

葉 遣 い、 語 調 、 語 気 、相 手 を

見 て

〈聞 く こ との観 点 〉

相 手 を見 て 、 メモ、 自分 の 考

3◇ 内容別 に分かれた グルー
え と比 較 して、 うな ず き

◎進 んで話 し合 いに参

プ ご とに 、話 し合 っ た こ ○観点 を意識 して紹介 したいこと ・ 加 で きた か。

とを生 か して編集会 議 を 取材 の仕方 ・まとめの方 法 な ど

開 く 。 を話 し合 うよ うにす る。

4今 日の話 し合 いを振 り返 ◎ 話 す こ と ・聞 く こ と

る 。 ●観点 に照 らし合わせて、振 り返 の観点 を意識 しなが

る よ う助 言 す る。 ら、 話 し合 いが で き

た か 。

次時以降の学習内容

・前 時 まで 話 し合 った こ とを も とに取 材 し、 ま とめ る。

・他 校 か らの学 校 紹 介 の作 品 を見 て、 話 し合 う。
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圏
(1)単 元 名 「自然 を見 つ め て～ 人 と自然 の か か わ りを考 え よ う～ 」

教 材 名 「ガ ラパ ゴ スの 自然 と生 物 」 「人 類 は ほろ び る か」

② 研 究 主 題 と単 元 との か か わ り

児 童 は、 日頃 か ら 自然 や動 物 にっ い て興 味 を も って い る。 そ こで 、本 単元 を設 定 すれ ば、

児 童 が進 ん で 「伝 え た い ・聞 い て み た い」 「話 して よ か った」 と思 え る学 習 が で き る と考

え た。

まず 、 教 材 文 を読 ん で筆 者 の考 え を知 り、 そ れ を もとに、 日本 の生 物 に視 点 を あ て て 調

べ る学 習 を取 り入 れ た。 調 べ る学 習 で は,自 分 の調 べ た いテ ーマ(生 物)を 選 択 す る こ と

で意 欲 的 に進 め られ 、 話 し合 い に も積 極 的 に参 加 で き る と考 え た。 また、 調 べ た こ とや 考

え た こ とが効 果 的 に話 せ る よ うに、 観 点 別 の ワ ー ク シ ー トに ま とあ る こ とに した。

そ して、 グ ルー プや 全 体 で話 し合 う場 を設 定 した。 この こ と によ り、 ど の児 童 も 自分 の

考 え を話 した り、 友 達 の考 え を取 り入 れ た り しなが ら、 自分 た ちの生 活 と 自然 との か か わ

り方 に つ いて 考 え を 深 め られ る と考 え た。

(3)学 習 指 導 計 画 の概 要(全15時 間 本 時14/15)

主 な 学 習 活 動

◇言葉 一 伝え合い

教師の ○指導 ●支援 ◎評 価

第
一

次

②

・絶滅動物 な どについて話 し合 い

単元 のめあてを立 て る。

◇ 「ガ ラパ ゴスの 自然 と生物」 の

初発 の感想 を書 き学習計 画を立

てる。

●児童 が調 べた トキの赤

ちゃんの話題 を提 示 す

る。

◎貴重 な生物 につ いて

興味 を抱 き、学習 の

見通 しを もったか。

第

二

次

③

◇ ガ ラパ ゴスの 自然 と生物 の筆 者 ○ キ ー ワ ー ドを押 さえ る

ことを 確認 す る。

● 短 い言 葉 で ま とめ る と

よ い こ とを助 言 す る。

◎要 旨を捉え、 自分 の

考 えをま とめたか。

◎ 自分 の考 えを進 ん で

話 し、 友達 の考 え も

意欲 的 に取 り入れ、

考 えを深めたか。

の考 えを読 み取 り話 し合 う。

第

三

次

④

◇ 「人 類 はほろび るか」 を読 み、

動 物 と環境、 人間 と環境 の関係

●自分が ま とめた ものを

もとに要 旨や考え を話

し合 ってい くよう助 言

する。

に つ いて話 し合 い、 自分 の 考 え

を もつ。

第

四

次

⑤

・人 と 自然 につ い て テ ーマ ご とに

調 べ る。

◇ 自分 と 自然 との か か わ りにつ い

● 図 書 館 、 イ ンタ ー ネ ッ

トな ど の利 用 を促 す。

●調 べ た こ とを もと に 考

えを話 す よ う助言 す る。

◎根拠 を明 らかに して

話 したか。

◎ 考えが深 まった こと

を確認 したか。て話 し合 い自分の考えを深める。
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(4)本 時 の学 習(14/15)

① 目 標 ・友 達 の考 え と自分 の考 え を く らべ な が ら、 進 ん で話 し合 お う とす る。

・調 べ た こ とを も とに根 拠 を明 らか に しな が ら
、 自分 の考 え を話 す 。

・話 し合 い を通 して 、 自分 の 考 え を広 げ た り深 め た りす る。

② 展 開

主 な 学 習 活 動

◇言葉 一 伝え合い

教師の○指導 ●支援 ◎評 価

1本 時 のめあて、学習 の流 れを理

解す る。

○ 自分の考えを深 め るための話 し

合 いであ ることを確認 す る。

lr私 た ち は・ 自然 と どの よ うに か か わ ・て い くと よ いか 」 につ い て乱 合 お う.i

2◇ テ ー マ ご との グ ル ー プで 話 し合

● 事 前 に一 人 一 人 の テ ー マ を把 握

して お く。(支 援 計 画 表参 照)

○話 す 時 は観 点 別 の ワー ク シ ー ト

を も と に 自分 の考 え を述 べ て い

くよ うに す る。

○ 聞 く時 は参 考 に な る こ とを観 点

別 の ワー ク シー トに付 け足 しを

して い くよ うにす る。

● グル ー プ の話 し合 いを もと に 自

分 の考 え と同 じ点 、 関連 して い

る点 、 違 う点 を 話 し合 って い く

こ とを助 言 す る。

● 話 し合 いを し、 思 った こ と ・考

え た こ と、 友達 の意 見 に つ い て

の感 想 な どを ま とめ るよ う促 す。

◎観点別 の ワー

クシー トを も

とに理 由を っ

けて 自分 の考

えを話 したか。

◎ 友達 の考 え と

比 べなが ら話

し合えたか。

◎ 自分 の考 えを

振 り返 り、 友

達へ の意見 や

感想 を もった

か。

,

五

く グ ル ー プ〉

・ トキ ・メ ダ カ ・ホ タル

・シ カ ・オ オサ ン シ ョウ ウ オ

・屋 久 島 ・絶 滅 しそ うな動 物

3◇ 全体 で話 し合 う。

4◇ 今 日の話 し合 い を振 り返 る。

*資 料く前時 まで の児童 の考え と支援計画(一 部)〉

名前 これ か らで き る こ と(自 分 の考 え) ●支 援

ホ
・壊 した環境 を整え直す ことが大事。長 い年 月が必要 だ ●友達 の考 えを よ く

が な るべ く ゴ ミを 川 な ど に捨 て る こ とを しな い。 き れ 聞 いてよ り具 体 的
タ A

いな 川 に しか ホ タ ル は住 まな い の で そ っ と して お き た に深 く考 え られ る
ル

い 。 よ う助 言 す る。

メ

・生 活 用 水 は必 ず 出 て しま う もの。 だ け ど減 らそ う と思 ● 自信 を もち、 は っ

えば減 らせ る。 お米の とぎ汁 、洗濯 の水 などみん なが きりと理 由が説 明
ダ B

カ

や って い た ら大 き い。 歯 磨 きや食 器 を洗 った りす る と

洗 剤 で メ ダ カが 死 ん で しま う。

で きる よ うに 励 ま

す 。一
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(5)授 業実践 の成果 と課題

團
'● 翻 ●■'■'■'一'■'■'■'■ 飢 、
コ コ

15年 「伝 えよ う 私たちの学校を」1
　 ワ
㌔■ ・_■_■_._6_■_馴 鰯一._._・ ■ノ

r詳曙i薦隷 蹴 、
リ ロ
㌔ ■■一 ・一 層_■_・_・_幽_口_._■ ■ノ

単

元

構

成

の

工

夫

○学校 間の交流が図れ る単 元構成 であ る

ため、「自分 の地 域 や学 校 の ことを教

えてあ げたい」 とい う気持 ちや、 「相

手 の学 校か らも紹介の作品が届 く」 と

いう期待感が膨 らみ、児童が意欲 的 に

取 り組 む こ とがで きた。

○ 導 入 の段 階 で、 話 題 に な って い る トキ

の 問 題 につ い て話 し合 う時 間 を設 けた。

児 童 の 関心 の高 い話 題 で あ った の で、

人 と 自然 の か か わ りに っ い て考 え る よ

い き っか け とな った。

○ 日本 の生 物 に視 点 を 当 て調 べ る学 習 を

取 り入 れ た こ とで児 童 一 人 一 人 が 積 極

的 に話 し合 い に参 加す る ことがで きた。

つ

活

動

の

工

夫

○ 「話 す こ と ・聞 くこ と」 の基 礎 的 ・基

本 的 な 力 を培 う た め に、 「モ デ ル」 と

して 自作 の ビデ オを 使 用 した こ とは、

有効 で あ っ た。

○学 級 内 の 話 し合 い、 グ ル ー プの話 し合

い、取 材 相 手 へ の イ ンタ ビュー、 他 校

へ の紹 介 … と い うよ う に、 多様 な 伝 え

合 いの 場 が 設 定 で き る単 元 とな って い

る。 そ の た め、 相手 や場 を考 え た 話 し

方 を 意 識 させ る こ とが で きた。

○全 体で話 し合 う場 を設定 した ことによ っ

て 、 他 の動 物 に つ い て も、 同 じよ うな

問 題 が起 きて い る事 実 を知 る こ とが で

き、 考 え を深 め る こ とが で きた。

○ 調 べ た こ とや 自分 の考 え が ワー ク シ ー

トに ま とめ て あ った の で、 話 し方 が よ

くわ か らな い児 童 も ス ムー ズ に話 す こ

とが で きた。 また、 ワー ク シー トの 項

目 は、 そ の ま ま話 し合 い の観 点 に もな

り、 互 いの考 え を比 較 しやす く 佳 占

を絞 って話 し合 う こ とが で きた。

○ ビデ オを 見 た あ と、 どん な話 し方 ・聞

き方 が よか ったか を 話 し合 った。 そ こ

で 出 され た項 目が 、 そ の ま ま児童 の 話

し合 い の あ あて と な り、 ま た、 自 己評

価 の 際 の 観 点 と もな っ た。

○児童一人一人 の考えを事前 に把握 し、

支援計画を立 てた ことで、話 し合 いの

なかで適切 な助言 をすることがで きた。

國
◎ 「ど うして も話 し合 いたい」 とい う意欲を さらに引 き出す学習材や単元構成 の工夫。

◎ 自分 の考 えを もって話 し合 いに臨む ための 「話 すための ワー クシー ト」 の工夫。

◎学習形態 や、 っ けたい力 に応 じた支援計画の工 夫。

◎次 の学習 への意欲 やああてにっ なが るよ うな 自己評価 ・相互評価 の工夫。
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IV研 究の成果 と課題

1成 果

(1)単 元構成 の工夫

楽 しい活動 や、興味 ・関心 のある活動の中では、児童 は じっくりと考え を深 め、 の びの

びと話 を した り、友達 の考 えに耳を傾 けたりす ることがで きる。 その よ うな活動 をす るこ

とが可能 な教材 を開発 した ことで、児童の進 んで伝 え合 お うとす る意欲を 引 き出す こ とが

で きた。 ゲーム的な要素 のある もの、身近な話題 や他教科 と関連 のある もの、 自分 自身 で

調べ た ものを単元 と して構成 したときには、児 童の意欲 を喚起す る ことが で きた。

(2}伝 え合 う活 動 の工 夫

グル ー プ で の 伝 え 合 う活動 の場 を設 定 し、 グ ル ー プの構 成 人 数 を活 動 場 面 に よ り変 化 さ

せ た。 これ に よ り児 童 は、 多様 な伝 え合 う活 動 の 場 を経 験 す る こ とがで き た。 そ の 中 で、

友達 の考 え を 知 った り、 相手 か ら返 事 が届 い た りす る こ と もあ り、 伝 え合 う喜 び を感 じ る

こ とが で き た。

ま た、 「話 す こ と ・聞 く こ と」 の基 本 的 な 力 を 養 うた あ に、 モデ ル と して の 自作 ビデ オ

や ワ ー ク シ ー トを活 用 した。 これ に よ り児 童 は、 話 した り、 聞 い た りす る と き の 大 切 な

点 に気 が 付 き、 それ を土 台 に して、 自信 を も って伝 え合 う活 動 を行 った。

(3)指 導 と評 価 の工 夫

児 童 一 人 一 人 の考 え を事 前 に把握 し、 支 援 計 画 を立 て た。 話 し合 い の 中 で 時 と場 に 合 っ

た適 切 な支 援 を行 うた め に、 支 援 計 画 は欠 か す こ とので き な い有 効 な もの で あ っ た。

ま た、 評 価 カー ドを活 用 した こ と に よ り、 児 童 は お互 いの よ さを認 め、 励 ま し合 い、 友

達 とかか わ る こ との楽 しさ を感 じ、 意 欲 的 に活 動 す る こ とが で き た。

2課 題

○ 「話 す こと ・聞 くこと」 の基礎 ・基本の力を身 に付 け る学習 を積 み重ねて い くことと共 に、

児童 が 「どうして も話 を したい」 という強 い意欲 を もて る教材開発の研究 を深 あ る。

○ よりよい伝 え合 う活動 のために、視聴覚機器の有効的な利用方法 を研究す る。

○ 単元全体を見通 したワークシー トの作成方法や使い方 について、 さらに追 求 して い く。
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